
体験活動推進フォーラム

－体験活動が促す心身の発達－

2010年3月26日（金）13：00～17：50 （受付12：30～）

国立オリンピック記念青少年総合センター

事務局（お問合せ・申込先）

日常生活に氾濫している情報や技術等は日進月歩で、文明的社会現象は目まぐるしく変化しているが、

私たち人間の本質、特に子どもの本質は数百年来ほとんど変わっていない。今、子どもたちにとって体験

活動が必要な理由は、変化の激しい文明的社会現象と、変化の少ない人間的本質との調和を図るた

めである。そこで、情報文明に犯されかけている青少年の健康な心身を培う体験活動について、各分野

の専門家による学際的な討論が必要になっている。

主催：(独)国立青少年教育振興機構 ・ (社)青少年交友協会

後援（予定）：内閣府、文部科学省、厚生労働省、農林水産省

協力：野外文化教育学会

プログラムプログラム

12：30 開場

13：00～13：10 文部科学省挨拶（鈴木寛文部科学副大臣）（予定）

13：10～13：30 基調提案「青少年の体験活動のすすめ」「青少年の体験活動のすすめ」

（文部科学省スポーツ・青少年局長 布村 幸彦氏）

13：30～14：30 特別講演「社会人準備教育としての体験活動」「社会人準備教育としての体験活動」

（(社)青少年交友協会理事長 森田 勇造氏）

14：30～15：10 調査報告「平成「平成2121年度“生活体験学校”調査報告」年度“生活体験学校”調査報告」

(東京学芸大学教育学部准教授 杉森 伸吉氏）

(東京学芸大学大学院教育学研究科 古屋 真氏)

15：10～15：20 ― 休憩 ―

15：20～17：50 パネルディスカッション

テーマ 「体験活動が促す心身の発達」「体験活動が促す心身の発達」
＜パネラー＞ 押谷 由夫氏（道徳学：昭和女子大学教授）

矢澤 真人氏（言語学：筑波大学大学院教授）

杉森 伸吉氏（社会心理学：東京学芸大学准教授）

佐野 賢治氏（民俗学：神奈川大学教授）

吉田 章氏（体育学：筑波大学大学院教授）

冨士原紀絵氏（学校教育学：お茶の水女子大学准教授）

菅又 昌実氏（健康科学：首都大学東京大学院教授）

＜司 会＞ 井出 隆安氏（東京都杉並区教育委員会教育長）

独立行政法人国立青少年教育振興機構教育事業部企画・推進課

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３－１

TEL：０３－６４０７－７７１２ FAX：０３-６４０７-７６９９

国際交流棟１F国際会議室

鈴木寛副大臣

竹とんぼ作り

そば打ち

自炊



会場アクセス

■小田急線

参宮橋駅下車徒歩約７分

■地下鉄千代田線

代々木公園駅下車

(代々木公園方面４番出口)

→徒歩約１０分

■京王バス

(新宿駅から)

新宿駅西ロバスターミナル

１６番乗り場発

[宿５１系渋谷駅行き]乗車

(渋谷駅から)

渋谷駅西ロバスターミナル

１４番乗り場発

[宿５１系新宿駅西口行き]乗車

→代々木五丁目下車徒歩１分

〒151-0052

東京都渋谷区代々木神園町３－１

≪事務局・お問い合わせ先≫

（独）国立青少年教育振興機構

■フォーラム参加申込書■ 定員200名（定員になりしだい締め切ります。）

参加申込書にご記入いただいた個人情報は、本事業のみに使用します。

本事業中の写真を、主催者が作成する報告書、広報資料に使用させていただく場合がございますので、ご了承の上ご参加ください。

※FAX、Eメール、郵便のいずれかで参加申込書を事務局にお送りください。Eメールでお申込みの場合は、件名を「フォーラム

参加申込」とし、下記の事項についてご記入の上，事務局のメールアドレスへ送信してください。

教育事業部企画・推進課事業企画係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名様

　〒

お電話番号

Eメールアドレス

その他

ふりがな

　　　　　　ご連絡先

参加申込書を受領したことを、事務局

からご連絡しますのでいずれかをご

記入ください。

お名前

団体でお申し込みの場合は、代表者のお名前をご記入ください。

ご所属

ご住所

団体でお申し込みの場合は、団体の所在地をご記入ください。

ご参加人数




